
令和６年度 第１回 第二明星学園地域連携推進会議 議事録 

 

 

１ 日 時 令和７年３月３日（月） 午後１時３０分から 

２ 場 所 飯田市駄科２２５０ 「明星学園 会議室」 

３ 構成員の出席状況 

   ・地域の関係者   １名 

   ・利用者      １名 

   ・利用者家族    １名 

   ・福祉知見者    １名 

   ・市町村担当者   １名 

         以上５名全員出席 

 

   ・事務局 

     明星学園職員４名出席 

 

４ ＜開会＞ 

   事務局より開会のあいさつをし、会議を進行をした。 

 

５ ＜会議内容＞ 

  ①施設見学の感想等 

事務局の進行により、地域連携推進会議の直前に行なった施設見学の

感想を含め、意見や疑問点などを構成員一人ひとりにお聞きし、意見等を

述べて頂いた。 

 

  ◆家族 

・姉がこのＧＨにお世話になっていますが、姉は自ら選択し決定するこ 

とが苦手で、環境に恵まれなかった。そういった部分を大変よく支援し

てくださっている。法人の理念である「みんな幸せになりたい あなた

も私も」のようにそれぞれに自分が幸せだと思える生活が実現できれ

ばありがたいなと思いました。 

 

  ◆市町村担当者 

・利用者の皆さんが本当にいい笑顔をされている。その背景にはどんな 

に障害が重くても本人の意志かあることを尊重して支援されていると

いう環境があるのだと思う。 

 

 



  ◆福祉知見者 

・知的障がいの方、自閉症の方、強度行動障害の方、様々な方が、いっ 

たい何を考えているんだろう、なぜそのような行動をとるのか、長い年

月をかけて真剣に向き合われてきたんだな、というのが明星学園さん

の支援の仕方を見させて頂いて伝わってきました。 

 

  ◆地域の関係者 

・施設の充実感が凄いなと思いました。 

    私の個人的な事ではあるのですが、とある地域に障がい児関係の教育

の仕事に行っていたことがありました。非常に予算が厳しんですよね。

そんな中で今日は本当に利用者の皆さんの素晴らしい生活を肌で感じ

ました。大変でしょうが、このまま続けていってもらいたいと願います。 

 

 

  ②事業所から福祉関係の説明 

    イ）障害者の全体的状況について ～厚労省資料の抜粋～ 

    ロ）明星学園の支援方針の説明 

    

    ※その他 第三者評価の結果、パフレット、広報誌などの資料を 

         開催通知と共に事前に郵送した。 

 

  ③質疑・応答 

 事務局より、先ほどの施設職員からの福祉関係の説明やそのこと以外

のことでも、どんなことでもよいので質問や意見を述べてほしい旨をお

伝えし、質問・意見等を述べて頂いた。 

 

  ◆家族 

・私は姉がお世話になっている関係で、明星学園の支援方針を知る機会 

がありますが、一般の方たちはそういう機会が無いと思います。この明

星さんの行なっていることを広く一般の方々に知る機会を作ることは

とても有意義だと感じます。 

 

  ◆市町村担当者 

Ｑ．利用者の皆さんが地域の一員として活躍されているというようなこ

とはありますか？ 

   Ａ．実は第三者評価においても指摘されており、地域との交流が弱いの 

ではないかという指摘を受けております。 

     ただ、全く取り組まなかったわけでは無く、２棟目のＧＨができた時

に、少しずつ地域に溶け込むという狙いがあり、近隣住民の方々と焼



き肉交流会を始めました。２年～３年続けたら、コロナで出来なくな

ってフェードアウトしてしまったのですが、新たな作戦を練らなけ

ればいけないとは思っています。 

     交流もそうなんですが、防災の観点から大規模災害が起きた時に地

元の避難所にお世話になりたいという思いもありまして、そんな意

味でも交流を進展させる必要があると考えています。  

 

  ◆福祉知見者 

   Ｑ．入所施設では定員が増えない、ＧＨなどの地域移行をして減らすと 

いう流れになっていると思いますが、今後のＧＨの展望を教えて頂

けますか。 

   Ａ．国連の勧告があった中で、障害があっても地域の方々と暮らすとい 

うのが望ましい環境ではありますが、全く入所施設が無くなるとは

思っていなくて、入所施設には入所施設の役割、通所には通所の役割、

ＧＨにはＧＨの役割というものがありますので、地域の中でＧＨが

必要だという要望があれば、果たすべき役割、目的等を皆様と協議し

て貢献できれば良いと考えます。また新たなＧＨを作ると考えた時

に、人材不足や補助金が難しいことや黒字経営に持っていく難しさ

など様々な課題があり、内部での検討もありますが、具体的な展望ま

ではできていません。 

 

  ◆地域の関係者 

・先ほど出ました防災の関係ですけれども、民生委員の定例会議を月 1 

回やっていますので、皆様の方から声を上げて頂くことをして頂きた

い。また、利用者だけの交流ではなく職員の皆様も地域交流に参加して

頂きたい。非常災害の時に地域と密になってやっていくことが非常に

大事だと思います。 

   Ａ．地域の活動に参加できるよう検討していきたいと思います。 

 

  ◆利用者 

   Ｑ．ＧＨでの生活はいかがですか。嫌な事ありますか。何でもいいので仰

ってください。 

Ａ．嫌なことはないよ。仕事にも行っているので、出来るだけ頑張って行

けるようにしたいです。 

     できるだけ長生きできるように頑張りたい。 

 

６ ＜閉会＞ 

   事務局より、その他の質問・意見等を求めたが、特に意見等は出なかった

ので 15：05に閉会した。 


